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市内では６月中旬以降、新型コロナウイルスに感染した児童生徒の報告は

ありませんでしたが、７月に入り感染確認が相次ぎ、臨時休業となった学級

もあるなど、コロナ禍はまだまだ油断できない状況です。 

熱中症対策を踏まえながら、当面は現在の対応を継続することになります

が、ご理解の程、よろしくお願いします。 

◇明日から、佐野市総合体育大会 

既に先週末から始まった競技もありますが、

いよいよ明日７月８日(金)から、市総合体育大会

が始まります。新型コロナウイルス感染症の状

況が気になるところですが、何とか予定どおり

大会が実施できる見込みであることを大変うれ

しく思います。 

さて、３年生にとっては最後の大会となります。7 月６日(水)に体育館で開

かれた部活動激励会では、各運動部の代表から、今大会に向けた決意や目標

の発表がありました。また PC デザイン部から応援の垂れ幕の披露、吹奏楽

部からは応援の演奏があり、大会に向けて大いに盛り上がりました。 

３年生には中学校部活動の集大成として、これまでの練習の成果を十分に

発揮し善戦健闘を期待します。また１・２年生には、各部のよき伝統をしっか

り引き継げるよう、がんばってほしいと思います。 

◇先週末に開催された各大会の結果を紹介します 

【佐野市総合体育大会卓球大会（★県大会出場）】 

男子シングルス ３位 〇〇〇〇★  ６位 〇〇〇〇★ 

女子シングルス ３位 〇〇〇〇★  ６位 〇〇〇〇★ 

【全日本中学校通信陸上競技大会栃木大会（☆関東大会出場）】 

１年男子 100ｍ ２位 〇〇〇〇☆ １年男子走幅跳 ７位 〇〇〇〇 

１年男子 1500ｍ ８位 〇〇〇〇 

３年女子 100ｍ ４位 〇〇〇〇  共通女子 200ｍ ５位 〇〇〇〇 

共通女子４×100ｍR ３位 〇〇〇〇・〇〇〇〇・〇〇〇〇・〇〇〇〇☆ 

◇授業参観・保護者会 

７月４日(月)、授業参観・保護者会が行われま

した。保護者の皆様には、暑さの厳しい中、多数

の皆様に普段の生徒たちの学習の様子を参観い

ただきありがとうございました。 

【部活動激励会】 



また、授業参観の後は、学級・学年保護者会が開催され、今年度のこれまで

の学校生活の振り返りや夏休みに向けた確認などを行いました。健康で事故

なく有意義な夏休みとなりますよう、各学年から配布された資料等により、

ご家庭でも再度確認をお願いします。 

※授業参観・保護者会校長あいさつに代えて  

今回の保護者会では校長があいさつを述べる機会が設定できなかったこと

から、以下の２点を記事にてお伝えします。 

夏休みの学びを有意義にするために 

生徒たちにとって、学習については、テストの得点をいかにして高くする

か、さらには入学試験でいかにして高得点を得るか、そのためにはどう学習

に取り組むかといったことが、一番の関心事だと思います。一方、国（文部科

学省）が求めていることは、児童生徒が、自他を尊重し、多様な人々と協働し

ながら、様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となるため

の資質や能力を身に付けることです。（一部割愛して表現） 

「？？？」と感じた方もいらっしゃると思いますが、たとえば夏休みの学

習として、生徒がこれまでの学習で学んだことの復習することは、自分の課

題を自分自身でみつけて調節しながら学ぶ良い機会となります。そのために

「自己評価」と「振り返り」を普段の学習で積み重ね、身に付けた学び方を発

揮できるようにしたいものです。そして夏休みの学びを有意義にするために、

与えられた課題を義務的に取り組むのではなく、自らの課題意識に基づいた

探求的な学びを行えるよう期待しています。 

ネットトラブルは喫緊の課題です 

先週は、第１学年生徒を対象に情報モラル研修会が行われ、「ＳＮＳのトラ

ブルと対応」をテーマにご講話をいただきました。今回は、どのようなトラブ

ルがあり、どうすればトラブルを避けられるか詳しく教えていただきました

が、スマートフォンや携帯電話（ほぼスマートフォン）の所持率が上がり、Ｓ

ＮＳを通じた様々なトラブルへの対応は学校において喫緊の課題となってお

ります。 

一方、保護者会資料として添付したアピール文「佐野市の子供たちを守り、

育てるために、 スマートフォン・携帯電話等の利用のルールとマナーについ

て 家庭でしっかりと話し合いましょう」に記載のとおり、スマートフォン等

の契約者は保護者であり、 子供を守る主体は保護者の皆様です。 

今の社会生活においてスマートフォン等は必要不可欠なツ

ールになっており、中学生が使用することを一律に禁止する

ことには無理があります。そこで、様々なトラブルからお子さ

んを守るためにも、持たせる場合には、保護者の責任の下、必

ず家庭でのルールづくりをお願いします。 


